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「
中
高
年
登
山
に
つ
い
て
」

群
馬
県
山
岳
連
醒
副
会
長

悍
田
　
正
也

最
近
の
登
山
人
口
の
四
分
の
三
は
い

わ
ゆ
る
中
高
年
登
山
者
で
、
あ
ち
こ
ち

の
山
々
に
は
華
や
か
な
ブ
ラ
ン
ド
ウ
エ

ア
に
身
を
包
み
、
カ
ラ
フ
ル
な
登
山
靴

姿
の
人
た
ち
が
目
立
つ
。
「
中
高
年
登

山
者
ブ
ー
ム
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た

が
、
も
は
や
定
着
し
た
現
象
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

こ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
か
「
日

本
百
名
山
ブ
ー
ム
」
　
で
あ
る
。
作
家
の

深
田
久
弥
は
戦
前
、
期
す
る
処
が
あ
り
、

日
本
の
優
れ
た
百
名
山
を
選
ぼ
う
と
思

い
立
ち
、
当
時
の
山
岳
雑
誌
に
掲
載
を

始
め
、
二
十
五
山
ぐ
ら
い
執
筆
し
た
こ

ろ
、
雑
誌
は
廃
刊
さ
れ
、
戦
後
再
び
残

り
の
山
々
に
つ
い
て
　
『
山
と
高
原
』
　
誌

上
に
発
表
し
た
。
自
ら
が
登
頂
し
た
数

百
の
山
々
の
中
か
ら
、
山
の
品
格
・
歴

史
・
個
性
な
ど
の
条
件
を
勘
案
し
て
選

ん
だ
と
い
う
。
N
H
K
テ
レ
ビ
で
長
く

放
映
さ
れ
た
美
し
い
映
像
は
人
々
の
心

を
動
か
し
、
山
へ
向
か
わ
せ
、
中
高
年

向
け
の
山
岳
案
内
や
雑
誌
・
技
術
書
は

ブ
ー
ム
を
あ
お
っ
た
。
つ
い
に
は
出
来

る
だ
け
短
期
間
に
全
て
の
山
頂
を
踏
も

う
な
ど
と
い
う
単
な
る
記
録
づ
く
り
の

テ
ー
マ
に
も
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
百
名
山
を
今
年
は
い
く
つ
登
っ
た
。
来

年
は
い
く
つ
登
り
た
い
」
　
と
い
う
こ
と

が
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
自
分

で
決
め
た
目
標
な
ら
ば
そ
れ
で
よ
い
が
、

多
分
に
他
力
本
願
的
な
目
標
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
は
否
め
な
い
。
ツ
ア

ー
を
組
む
旅
行
社
が
現
れ
る
に
至
っ
て

は
、
数
か
せ
ぎ
の
方
便
に
し
か
過
ぎ
な

い
。
百
名
山
行
を
目
標
と
す
る
の
は
、

自
分
の
登
山
活
動
の
幅
を
広
げ
る
の
に

は
良
い
機
会
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
百

名
山
の
一
つ
の
山
頂
に
立
っ
た
時
、
周

囲
に
見
え
る
印
象
的
な
山
を
地
図
で
確

認
し
、
次
の
山
行
の
目
的
に
す
る
な
ど
、

山
登
り
に
主
体
的
な
思
考
が
大
切
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
日
常
生
活
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

中
高
年
登
山
者
に
対
し
て
の
問
題
は

体
力
・
技
術
な
ど
に
大
き
な
差
異
が
存

在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
登

山
愛
好
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
何
を
目
ざ
し

て
山
に
登
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
共
通

す
る
。
還
暦
を
過
ぎ
て
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

高
峰
を
ね
ら
う
優
れ
た
技
術
を
有
す
る

人
も
い
れ
ば
、
「
山
は
花
も
美
し
い
し
、

空
気
も
お
い
し
い
よ
」
　
な
ど
の
言
葉
に

誘
わ
れ
て
運
動
靴
で
山
を
歩
く
人
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
不

特
定
多
数
の
人
た
ち
に
共
通
す
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
「
歩
く
こ
と
を
い
と
わ

な
い
」
、
「
自
然
や
山
に
つ
い
て
興
味
関

心
が
あ
る
」
、
「
友
た
ち
を
つ
く
り
た
い
」

な
ど
で
あ
る
。
「
歩
く
こ
と
」
は
個
人
に

活
力
を
与
え
て
く
れ
る
。
緑
の
少
な
い

都
市
生
活
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
に

囲
ま
れ
、
自
動
車
が
必
需
品
で
あ
る
現

代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
休
日
を
利
用
し

て
緑
豊
か
な
山
野
に
入
り
、
公
園
や
緑

地
帯
に
さ
さ
や
か
な
自
然
を
求
め
る
の

は
、
人
間
の
本
能
的
な
行
動
か
も
知
れ

な
い
。
人
間
は
そ
の
長
い
歴
史
の
大
半

を
美
し
く
、
さ
び
し
く
、
か
つ
豊
か
な
自

然
の
中
で
生
き
続
け
、
自
然
の
恵
み
を

利
用
し
、
他
の
動
植
物
と
同
様
に
自
然

の
生
態
系
の
一
部
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

人
間
は
二
本
足
で
歩
行
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
脳
が
発
達
し
、
遠
く
ま

で
を
見
通
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
か
つ
行
動
範
囲
も
広
が
り
、
つ
い

に
他
の
生
物
た
ち
を
支
配
し
、
作
物
を

つ
く
り
、
家
畜
を
飼
い
、
自
然
物
を
加

工
し
て
豊
か
な
物
質
生
活
を
送
る
よ
う

に
な
っ
た
。
自
然
を
利
用
し
、
次
第
に

こ
れ
ら
を
つ
く
り
か
え
る
よ
う
に
な
り
、

豊
か
な
物
質
生
活
を
実
現
し
た
反
面
、

公
害
や
環
境
破
壊
を
生
み
出
し
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
現

在
、
私
た
ち
の
生
活
は
と
も
す
れ
ば
自

然
か
ら
遠
ざ
か
り
が
ち
で
あ
る
。
山
へ

向
か
っ
て
歩
き
、
自
然
に
接
す
る
登
山

活
動
は
人
間
の
本
能
的
回
帰
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

山
を
歩
く
の
に
は
体
力
だ
け
で
な
く
、

き
ち
ん
と
し
た
諸
技
術
や
自
然
科
学
に

対
す
る
知
識
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

多
発
す
る
中
高
年
登
山
者
の
事
故
は
、

ス
リ
ッ
プ
・
滑
落
と
い
う
よ
う
な
体
力

的
衰
え
・
技
術
不
足
か
ら
引
き
起
こ
さ

れ
る
ケ
ー
ス
の
他
、
天
候
の
判
断
を
誤

っ
た
り
、
現
在
地
点
が
不
明
確
で
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
か
ら
の
事
故
発
生
の
ケ

ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
。
歩
き
の
リ
ズ

ム
や
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
、
ザ
ッ
ク
・

登
山
靴
の
扱
い
な
ど
は
、
経
験
を
通
し

て
少
し
ず
つ
向
上
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

自
然
科
学
の
基
礎
的
知
識
と
し
て
、

例
え
ば
気
象
で
は
、
雨
や
風
・
気
温
に

つ
い
て
の
理
解
や
、
日
本
の
気
候
が
気

団
の
動
き
や
低
気
圧
の
動
き
に
よ
り
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
な
ど
、
最
低
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
か
ら
の
知
識
を
普
段
か
ら

養
っ
て
お
き
た
い
。
読
図
で
は
尾
根
と

谷
の
区
別
、
正
置
、
現
在
地
点
の
確
認
、

周
囲
の
山
の
確
認
な
ど
。
さ
ら
に
山
の

成
り
立
ち
、
植
生
に
つ
い
て
の
理
解
、

救
急
法
な
ど
、
少
し
ず
つ
多
様
な
知
識

の
習
得
が
望
ま
し
い
。
誰
か
の
後
ろ
に

く
っ
つ
い
て
登
る
の
で
は
な
く
、
自
分

一
人
で
も
登
れ
る
体
力
・
技
術
・
知
識

が
あ
っ
て
こ
そ
、
真
の
中
高
年
登
山
者

に
な
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
び
し
い
諸
条
件
を
克
服
し
、
よ
り

未
知
な
る
地
、
よ
り
高
さ
を
求
め
る
ア

セ
ン
ト
（
登
頂
）
を
究
極
と
し
て
考
え
、

こ
れ
に
同
調
し
、
共
感
を
持
ち
つ
つ
、

自
ら
の
力
量
に
応
じ
て
少
し
ず
つ
力
量

を
高
め
る
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、

長
く
登
山
を
続
け
る
こ
と
の
出
来
る
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。
山
に
登
る
こ
と
に
よ

り
健
康
を
保
持
し
、
心
身
共
に
張
り
が

出
る
登
山
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
山
を
対

象
に
　
「
生
き
、
学
び
、
語
り
、
読
み
、

書
き
、
そ
し
て
考
え
」
　
て
ほ
し
い
。
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三
種
別
と
も
縫
合
1
位
で
藤
本
国
体
へ

ー
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
報
告
－

国
体
委
員
長
　
角
田
　
二
三
男

第
五
十
四
回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
山
岳
競
技
会
が
七
月
二
十

三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
三
日
間
、

埼
玉
県
に
て
開
催
さ
れ
た
。
轄
馬
県
選

手
団
は
、
少
年
男
子
・
少
年
女
子
・
成

年
女
子
の
三
種
別
と
も
総
合
1
位
で
本

国
体
　
（
熊
本
）
　
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。
成
年
男
子
　
（
ス
ト
レ
ー
ト
）
　
を
も

含
め
て
の
全
種
別
出
場
は
第
五
十
回
の

福
島
大
会
以
来
の
快
挙
と
な
る
。
当
日
、

安
田
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
は
じ
め
関
係

の
皆
様
に
は
応
援
を
い
た
だ
き
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
月
の
県
予
選
の
縦
走
　
（
水
沢
山
）

で
少
年
男
子
の
三
人
は
抜
辞
の
好
タ
イ

ム
を
記
録
し
、

少
年
女
子
の
角

田
も
圧
倒
的
な

強
さ
を
示
し
て

お
り
、
奥
木
・

小
此
木
を
加
え

て
関
プ
ロ
で
の

活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
た
が
、

十
分
す
ぎ
る
ほ

ど
の
成
果
を
残

し
て
く
れ
た
。

特
筆
す
べ
き
こ

と
は
、
踏
査
を

得
意
種
目
と
す

る
辞
馬
県
チ
ー

ム
が
、
縦
走
で

も
1
位
と
な
り
、

走
力
が
格
段
に

上
が
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

三
年
生
の
四
人
は
、
い
ず
れ
も
昨
年

の
大
会
の
経
験
者
で
、
そ
れ
以
来
よ
き

ラ
イ
バ
ル
と
し
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

た
結
果
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
ま

た
、
二
年
生
で
経
験
し
た
者
が
三
年
生

に
な
っ
て
選
手
と
し
て
残
る
こ
と
の
大

切
さ
も
痛
感
し
た
。

成
年
女
子
に
お
い
て
は
、
法
領
田
・

女
屋
の
二
人
が
経
験
者
と
し
て
早
く
か

ら
強
化
に
取
り
組
み
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
加
藤
を
迎
え
、
最

高
の
布
陣
で
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き

た
。
山
田
監
督
の
献
身
的
な
指
導
・
運

営
の
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
し
て
ほ

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

今
後
、
成
年
男
子
の
選
手
と
し
て
は

ベ
テ
ラ
ン
の
大
山
〈
墳
町
山
の
会
）
、
山

田
昇
杯
優
勝
の
鏑
木
　
（
県
庁
）
、
若
手
の

ホ
ー
プ
横
山
（
桐
生
）
　
の
三
人
を
推
薦

し
、
四
種
別
そ
ろ
っ
て
本
国
体
で
入
賞

す
べ
く
努
力
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に

鏑
木
に
は
縦
走
個
人
で
の
入
賞
を
期
待

し
て
い
る
。

五
月
の
岳
連
絡
会
で
示
さ
れ
た
、
今

年
度
主
要
事
業
計
画
の
二
つ
め
に
　
「
国

体
へ
の
参
加
と
選
手
強
化
」
　
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
　
「
関
東
地
区

大
会
へ
の
参
加
と
、
く
ま
も
と
未
来
国

体
山
岳
競
技
会
に
お
け
る
好
成
績
達
成

を
目
標
と
す
る
選
手
強
化
を
推
進
」
　
す

る
こ
と
で
あ
る
。
取
り
合
え
ず
前
半
部

分
は
十
分
に
達
成
で
き
た
と
言
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
後
半
部
分
は
こ
れ
か
ら
二

か
月
余
り
の
課
題
で
あ
る
。

八
月
の
中
旬
に
成
年
男
子
・
女
子
、

下
旬
に
少
年
男
子
・
女
子
が
そ
れ
ぞ
れ

熊
本
に
乗
り
込
み
、
強
化
合
宿
を
行
う

予
定
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
遠
隔
地
の

ゆ
え
時
間
と
経
費
の
か
か
る
こ
と
で
も

あ
り
、
今
後
と
も
関
係
各
位
の
多
岐
に

わ
た
る
ご
協
力
と
援
助
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

縦
走
　
　
　
　
　
　
1
位

（
渡
辺
1
位
、
松
本
6
位
）

踏
査

総
合

◆
少
年
女
子

監
督

選
手

小
屋
喜
美
子

角
田
　
稚
恵

小
此
木
絵
理

奥
木
香
奈
子

縦
走

（南緯教）

（吾妻3）

（南緯2）

（吾妻2）

1
位

選
手
団
お
よ
び
成
績
は
次
の
通
り
。

（
奥
木
3
位
、
小
此
木
4
位
）

踏
査
　
　
　
　
　
　
1
位

総
合
　
　
　
　
　
　
1
位

◇
中
央
総
務
　
茂
木
　
稔
（
独
峰
）

◇
審
判
員
　
木
村
　
正
己
　
（
松
井
田
）

角
田
二
三
男
　
（
伊
女
教
）

◆
成
年
女
子

監
督
　
山
田
　
豊
　
（
沼
田
）

選
手
　
法
領
田
　
恵
　
（
高
崎
）

女
屋
寿
美
子
　
（
前
橋
）

加
藤
　
陽
子
　
〈
渋
川
）

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
4
位

（
女
屋
9
位
、
加
藤
6
位
）

縦
走
　
　
　
　
　
1
位

（
法
領
田
2
位
、
女
屋
5
位
）

◆
少
年
男
子

監
督
　
戸
丸
　
善
和（沼田教）

選
手
　
角
田
　
寛
之（沼田3）

渡
辺
　
幸
一（安実3）

松
本
　
建
　
（
高
工
3
）
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まんぐ畠山

一
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
憧
憬

岳
連
の
登
山
教
室
の
例
を
挙
げ
る
ま

で
も
な
く
、
近
年
、
中
高
年
を
中
心
に

し
た
人
た
ち
の
登
山
は
、
実
に
活
況
を

呈
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
国
内
の
山

か
ら
海
外
の
山
、
特
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
姿

を
一
目
で
も
い
い
か
ら
見
て
み
た
い
と

い
う
憧
憬
に
似
た
意
識
が
芽
生
え
て
く

る
の
は
、
至
極
当
然
の
成
り
行
き
だ
と

も
い
え
る
。

山
の
経
験
も
乏
し
い
若
い
女
性
の
タ

レ
ン
ト
を
使
い
：
ネ
パ
ー
ル
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
観
賞
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の

様
を
逐
次
テ
レ
ビ
画
面
に
納
め
た
シ
リ

ー
ズ
が
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
一
例

で
あ
る
。

現
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
幻
の
花
「
ブ
ル

ー
ポ
ピ
ー
」
　
を
実
際
に
自
分
の
目
で
確

か
め
た
い
と
言
っ
て
来
る
人
も
い
る
。

今
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
と
称
し

て
普
通
の
海
外
旅
行
並
に
セ
ッ
ト
さ
れ

た
ツ
ア
ー
に
入
れ
ば
、
簡
単
に
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
姿
を
眺
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、

実
際
に
は
な
か
な
か
難
し
い
条
件
が
あ

る
の
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
あ

る
。
日
数
の
問
題
、
高
度
障
害
の
問
題
、

時
期
の
問
題
、
そ
の
国
の
風
土
へ
の
適

合
の
問
題
、
体
の
状
況
の
問
題
、
ど
の

様
な
形
で
実
施
す
る
か
の
問
題
、
費
用

の
問
題
な
ど
。
あ
げ
て
み
れ
ば
、
結
構

ク
リ
ヤ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
障
碍

は
多
い
の
で
あ
る
。

二
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
実
際

こ
う
し
た
様
々
な
要
件
を
考
え
つ
つ
、

こ
れ
な
ら
比
較
的
全
体
の
条
件
を
満
た

し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
実
例
を

挙
げ
て
み
た
い
。

昨
年
（
1
9
9
8
）
、
今
年
（
1
9
9
9
）

と
二
年
続
け
て
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
歩

く
機
会
が
あ
っ
た
。
昨
年
は
イ
ン
ド
・

ヒ
マ
チ
ヤ
ル
プ
ラ
テ
ィ
シ
ュ
州
の
北
東

部
、
ハ
ム
タ
峠
　
（
4
2
7
0
）
　
越
え
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
、
山

◎
第
二
日
　
（
7
／
1
8
）

到
着
の
夜
が
遅
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

こ
の
日
は
終
日
休
養
も
兼
ね
て
デ
リ
ー

市
内
見
学
。

◎
第
三
日
　
（
7
／
1
9
）

国
内
航
空
　
（
イ
ン
デ
ア
ン
・
エ
ア
ラ

イ
ン
／
双
発
プ
ロ
ペ
ラ
機
1
9
人
乗
り
）

で
、
ク
ル
の
バ
ン
タ
ー
ル
へ
飛
ぶ
。

出
発
の
予
定
だ
っ
た
が
、
朝
か
ら
雨
。

一
日
様
子
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
近
く

の
ブ
ー
タ
ン
の
寺
、
マ
ナ
リ
の
古
い
寺

ヒ
テ
ィ
ン
バ
見
学
へ
。

午
後
は
地
元
の
エ
イ
ジ
エ
ン
ト
と
、

コ
ー
ス
な
ど
の
打
合
せ
を
す
る
。

◎
第
五
日
　
（
7
／
2
1
）

朝
か
ら
雨
。
し
か
し
、
今
日
は
出
か

け
る
こ
と
に
す
る
。
九

中
五
泊
六
日
の
山
旅
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
日

の
行
動
時
間
が
長
く
、

特
に
、
ハ
ム
タ
峠
へ
の

登
り
は
、
氷
河
の
上
を

詰
め
て
い
く
と
い
う
も

の
で
、
こ
れ
は
か
な
り

の
精
力
を
使
っ
た
。
幸

い
天
候
に
は
恵
ま
れ
た

が
、
全
体
的
に
厳
し
い

部
類
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

と
言
え
る
。
全
く
の
初

心
者
向
き
と
は
言
い
難

い
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
今
年
の
例
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
初
心

者
　
〈
少
し
頑
張
っ
て
も

ら
っ
て
）
　
に
も
可
能
と

思
わ
れ
る
例
と
し
て
参

考
に
供
し
よ
う
と
い
う

▲
ぐ
l
t

時
す
ぎ
、
車
で
オ
ー
ル

ド
マ
ナ
リ
ま
で
送
っ
て

も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
歩

き
始
め
る
。

こ
こ
は
ベ
ア
ス
河
の

右
岸
で
、
は
る
か
に
高

い
と
こ
ろ
に
道
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
。
崖
っ
ぷ

ち
の
危
う
い
よ
う
な
と

こ
ろ
を
通
過
し
て
リ
ン

ゴ
園
の
中
を
行
く
。

シ
ュ
ガ
ー
ル
、
ブ
ル

ワ
な
ど
の
集
落
を
過
ぎ
、

一
時
半
、
ベ
ア
ス
河
と

ソ
ー
ラ
ン
谷
を
分
け
る

地
点
、
パ
ル
チ
ャ
ン
に

到着。二
時
四
十
分
、
ソ
ー

ラ
ン
谷
の
キ
ャ
ン
プ
サ

も
の
で
あ
る
。

三
、
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
（
マ
ナ
リ
“
マ

リ
〃
ダ
シ
ヨ
ハ
ー
ル
湖
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
）

◎
第
一
日
　
（
7
／
1
7
）

正
午
、
成
田
空
港
よ
り
、
エ
ア
イ
ン

デ
ア
で
バ
ン
コ
ク
経
由
デ
リ
ー
空
港
へ
。

約
十
一
時
間
。
デ
リ
ー
泊
。

こ
れ
を
陸
路
に
す
る
と
、
約
一
日
か
か

っ
て
し
ま
う
。
飛
行
機
の
場
合
は
、
シ

ム
ラ
経
由
で
も
二
時
間
半
。
午
後
一
時

に
は
ク
ル
・
バ
ン
タ
ー
ル
へ
到
着
。

こ
こ
か
ら
マ
ナ
リ
ま
で
は
ジ
ー
プ
。

午
後
三
時
に
マ
ナ
リ
到
着
。

◎
第
四
日
　
（
7
／
2
0
）

イ
ト
到
着
。
こ
こ
は
、
イ
ン
ド
で
も
数

少
な
い
ス
キ
ー
場
の
あ
る
と
こ
ろ
。

◎
第
六
日
　
（
7
／
2
2
）

九
時
す
ぎ
出
発
。
マ
リ
ま
で
は
ベ
ア

ス
河
の
右
岸
に
渡
り
そ
の
大
き
な
尾
根

を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
行
く
の
で
あ
る

が
、
大
雨
に
よ
っ
て
橋
が
流
さ
れ
た
た

め
、
や
む
な
く
コ
チ
を
経
由
す
る
車
道

の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
排
気
ガ
ス
に
は

悩
ま
さ
れ
た
。

三
時
、
マ
リ
に
到
着
。
雨
は
よ
う
や

く
上
が
る
。

◎
第
七
日
　
（
7
／
2
3
）

九
時
す
ぎ
出
発
。
三
千
五
百
メ
ー
ト

ル
地
点
よ
り
、
お
目
当
て
の
　
「
ブ
ル
ー

ポ
ピ
ー
」
　
が
現
れ
る
。
見
渡
す
限
り
の

お
花
畑
。

二
時
す
ぎ
、
ダ
シ
ョ
ハ
ー
ル
湖
（
四

千
二
百
三
十
メ
ー
ト
ル
）
　
到
着
。
少
々

の
頭
痛
。
こ
の
あ
た
り
で
高
度
障
害
は

出
る
ら
し
い
。
六
千
メ
ー
ト
ル
峰
ゲ
パ

ン
ゴ
ー
峰
の
勇
姿
が
印
象
的
。

◎
第
八
日
　
〈
7
／
2
4
）

九
時
す
ぎ
出
発
。
マ
リ
に
向
か
う
。

お
花
畑
の
中
を
束
に
ト
ラ
バ
ー
ス
。

正
午
す
ぎ
、
マ
リ
に
到
着
。
車
の
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
待
つ
。
マ
ナ
リ
帰
着
三

時
近
く
。

◎
第
九
日
　
（
7
／
2
5
）

マ
ナ
リ
登
山
学
校
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
の
交
流
を
深
め
る
。

◎
第
十
日
　
〈
7
／
2
6
）

ク
ル
よ
り
国
内
航
空
で
デ
リ
ー
へ
戻

る
。
休
養
。
舞
踊
鑑
賞
な
ど
。

◎
第
十
一
日
　
（
7
／
2
7
）

市
内
観
光
の
後
、
午
後
の
優
に
搭
乗
。

◎
第
十
二
日
　
（
7
／
2
8
）

朝
八
時
す
ぎ
、
成
田
帰
着
。

☆
な
お
、
こ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
関
す

る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
問
い
合

わ
せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



平成11年9月8日（4）第66号 まんぐ畠山

第
二
十
三
回
　
県
民
登
山
大
会
開
催
要
項

第
十
五
回
県
民
の
日
記
念
事
業

①
　
趣
旨

楽
し
く
安
全
に
故
郷
の
山
を
登
山

し
、
山
の
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
登

山
の
喜
び
を
味
わ
い
、
健
康
と
体
力
の

保
持
増
進
を
図
る
。

②
　
主
催
　
群
馬
県
山
岳
連
理

③
　
後
援

辞
馬
県
・
轄
馬
県
教
育
委
員
会
・
㈱

轄
馬
県
体
育
協
会
・
㈱
酵
馬
県
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業
団
・
高
山
村
・
高
山
村
教

育
委
員
会
・
高
山
村
体
育
協
会

④
　
開
催
期
日

平
成
十
一
年
十
月
二
十
四
日
㈲

⑤
　
会
場
地

高
山
村
　
小
野
子
山
周
辺

⑥
　
集
合
場
所
。
開
会
式
。
閉
会
式

北
毛
青
年
の
家

⑦
　
開
始
時
刻

受
付
　
　
午
前
七
時

開
会
式
　
午
前
七
時
三
十
分

閉
会
式
　
午
後
三
時

⑧
　
参
加
費

一
人
五
〇
〇
円
　
（
記
念
バ
ッ
ジ
、
保

険
料
を
含
む
）

当
日
受
付
の
時
に
納
入
し
て
く
だ
さ

◆
B
コ
ー
ス
　
（
6
時
間
）
　
健
脚
向
き

開
会
式
場
－
赤
芝
登
山
ロ
ー

小
野
子
山
↓
中
ノ
岳
コ
ル
↓

中
ノ
岳
－
十
二
ケ
岳
↓
子
持

牧
場
↓
閉
会
式
場

⑲
　
参
加
申
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先

官
製
は
が
き
に
参
加
者
の
氏
名
、
住

所
　
（
〒
も
必
ず
記
入
）
、
年
齢
、
性
別
、

連
絡
先
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
を

記
入
し
、
十
月
十
八
日
ま
で
に
左
記
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
F
A
X
で
も
結
構
で
す
）

〒
3
7
1
－
0
0
1
4

前
橋
市
朝
日
町
4
－
1
0
－
1

千
明
政
彦
方

辞
馬
県
山
岳
連
盟
事
務
局

Ⅲ
0
2
7
－
2
2
4
－
4
6
3
2

F
A
X
　
鼎
と
同
じ

⑪
　
そ
の
他

〇
一
殿
参
加
資
格
は
、
小
学
校
高
学
年

以
上
と
し
ま
す
。
防
寒
具
、
雨
具
、
昼

食
等
は
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。
（
小
中

学
生
は
父
兄
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

の
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
。

選
手
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
、
勤
務
先
又
は
学
校
名
を
記
入
の

上
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
ま
で
お
願
い
し

ます。
加
藤
恒
夫
　
渋
川
市
八
木
原
5
9
4

Ⅲ
0
2
7
9
－
2
4
－
8
1
9
1

第
十
回
　
「
山
田
昇
記
念
杯
」
　
登
山
競
争
大
会

第
一
回
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会

関
東
地
区
大
会
派
遣
選
手
の
推
薦
に
つ
い
て

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部

ヽ
●
　
0

－－－Y⑨
　
コ
ー
ス

◆
A
コ
ー
ス

（
4
時
間
）
一
般
向
き

開
会
式
場
↓
赤
芝
登
山
ロ
ー

小
野
子
山
↓
中
ノ
岳
コ
ル
↓

子
持
牧
場
－
閉
会
式
場

本
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
国
体
で
の
取
り
組
み
に
備
え
て
、

関
東
地
区
の
競
技
力
の
向
上
の
た
め
に
、

大
会
が
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
各
種
目
三
名
ま
で
の
参

加
で
、
内
上
位
二
名
の
順
位
を
合
計
し

て
県
別
の
順
位
も
競
わ
れ
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
多
く
の
種
目
で
の
エ
ン
ト
リ

ー
が
出
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

候
補
選
手
の
推
薦
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
　
開
催
概
要

①
　
期
日
。
種
別

平
成
十
一
年
十
一
月
十
三
日
①

成
年
男
子
・
女
子
の
競
技

少
年
男
子
・
女
子
の
公
開
練
習

平
成
十
一
年
十
一
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鴫の店　ドライバーレストラン

ーj欝機器　離　しゝ

利根郡白沢村（国道120号線）　TEL。0278鵜53臆2053

くらしに緑を　家庭に花を　各種鉢物生産・販売・宅配

′J、野　園　蕃

利根郡白沢村平出1005

TEL　0278－53°2749　温室　TEL。FAX　0278－53－3987

努診「麗二薮I捗「麗鯵錠I霞園
沼田市上久屋町1231TEL・FAX　0278－23－6802
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（存）山とスキーの庸葎　躍
DreaのROX
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FAX O270－21－8026

本店（山の談話室楼蘭）
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T　　H　　S　　で二でうRF彊慈∴駁Å1笥鶴。‾Ni－：諒　一一霊 
ii　　　i＿　　＿　∴証言∴－高一証言1－1－　∴∴∴－‾読証言諒闇言開∴　　＿∴∴二蕊霊一一譲一言言霊＿＿1．∴8 

繁 雑 ヽ▼ 

軍 事 

読　　　　　　　　　　登山隊遠征 簿 

寵人」8888888　　　　01 m　　　　　　　　　ヽ　　＝暮雪 
一　一　　ン　　、　郭 

∴●隊荷輸送 
∴∴∴一ヽ∵ 　　　　　　　： 　　　　　　　　　∴∴∴ 　　　　　　　： 　　　　　　　： 　　　　　　　∴∴∴言霊立言十二㌧∴∴ 

∴二二三：三三二二∴言∴∴∴∴∴∴∴：；「∵　∴∵∴　÷∴∴÷二言÷∴∴∵∴∴∴∴∴÷：∴∴∴∴　　　∴∴「∴：言霊∴．主二三㌔二言∴∴ 

きま三寒善言∵言霊：∴∴：予言∴∴∴∴÷：三三三三〕三三三三÷∵∴∴三三三三三∴∵：：∴∴詰∴；言謙譲モミ漆：ふ 
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ツアーまで海外旅行に関するす　　　　鵬瞼高志、グ 

ベてをお手伝いします　　　　●ネパール、インド、ヨーロッパ・ 

アルプスを始め世∴罫吾地での 　　　　　： 
∴「∴∴∴　　∴∴　　∴　　　∴ 　　　　　　　　　　　　　　　　： 星続開　　　　端願弼 

ナイスカウント航工券　　　　　一　∴∴∴∴∴一 

●世界各地への航空券 

●ホテル、交通機関の手配 

∴●∴ビザ取得代年∴∴∴∴　　　何でもお気軽にご相談ください 一一一一一∴∴　∴＿∴∴　　　　∴∴∴∴∴∴∴∴∴‾∴∴‾∴∴㍉一一十∴∴∴∴∴∴’三二∴∴ 　∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴ 
∴∴　　　　　　　∴三三∴÷÷∴三三：二二三三言霊∴∴÷：∴〕÷：「：三二 一∴∴∴∴∴∴：∴∴ 

1　　　　　　　　　　　°　一一　一 

ー　　譲ii緩緩　∴一間圏 
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∴函蘭霞議題圏　　　　∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴：∴「：∴言 

圏醸闇討．釜漣繋欝蔭∴二言∴∴∴三選騒欝窪豊麗醗藍濃紫璽嚢　　　　　　　　，1－－－－／享子十一一　　　　．一、十品吉．一・一十十‾1－1　　　遥感睦謙一，二1－日聞享÷二／閣議騒饗襲蟻酸潮間 ∴∴∴∴∵∴　∴ヾ∴　　　圭∴∴　　　　　　　　　　　　　∴∵雷∴∴幸∵　　∴∴∴∴∴ 
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曝露翼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸潟′　翻薫麗　　　　　　　　繁務、綴 

∴墾繋馨∴　∴一一　重∴ 　　一一二 
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。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言　　　　　　　　　　一一　回遊∵　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国　　一　語 

千二三㌔　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－認藷毯　∴ 

闇 一一一一一1－－ 

t 額謹 ノ 

訪ソ 王　　　事量事案重電重【軍報宝関田田的肥田話題曲圏 
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